
厚
真
町
で
は
、
保
存
・
再
生
に
取
り
組
む
古
民
家

の
定
義
と
し
て
、「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期（
戦
前
）

に
建
築
さ
れ
た
居
住
用
の
建
築
物
で
、
伝
統
的
建
築

様
式
を
持
っ
た
建
築
物
」
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
、
同
23
年
に
外
観
的
に
古
民
家
の
可
能

性
が
高
い
54
軒
を
実
地
調
査
し
、
明
治
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
古
民
家
が
16
軒
ほ
ど
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
30
年
胆
振
東
部
地
震
で

そ
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

北
海
道
開
拓
期
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

多
く
の
移
住
者
が
入
植
し
ま
し
た
。
道
内
に
は
日
本
各

地
の
伝
統
的
な
様
式
の
民
家
が
多
く
点
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
北
海
道
特
有
の
厳
し
い
気
候

条
件
に
よ
る
建
物
の
老
朽
化
や
戦
後
日
本
の
高
度
成
長

な
ど
を
背
景
に
、
古
民
家
の
多
く
が
近
代
的
な
住
宅
へ

の
建
替
え
の
た
め
解
体
・
撤
去
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
道
内
に
は
、
一
部
地
域
に
ご
く
少
数
が
確
認
さ
れ

る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町では平成25年から古民家移築再生整備事業を行っています。町内に残る農
家古民家の構法やしつらえ、間取りを建築当時の姿に近づけて移築し、交流施設
として活用できるように整備します。地域の活性化と町の歴史や文化を継承しな
がら、関係人口の創出を図る事業です。
これまで旧畑島邸と旧山口邸の２棟の整備が終わり、今年度から３棟目となる
旧幅田邸の整備が始まりました。

まちづくり推進課復興推進グループ　☎27-3179

移築再生事業

厚
真
町
の
古
民
家

開
拓
期
の
伝
統
家
屋
の
現
状

古民家

朝日地区にたたずむ幅田邸
（昭和初期撮影）

畑島邸と畑島家
（昭和初期撮影）
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厚
真
町
に
古
民
家
が
現
存
す

る
要
因
と
し
て
、
小
雪
寒
冷
か

つ
高
温
多
湿
の
期
間
が
短
い
な

ど
、
木
材
の
品
質
保
存
に
適
し

た
気
候
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
積
雪
量
が
多
い
北
陸

地
方
の
伝
統
的
構
法
で
建
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
建
物
が
頑

健
な
造
り
で
あ
る
こ
と
、
更
に

は
開
拓
者
の
子
孫
が
先
祖
の
労

苦
に
対
す
る
尊
敬
の
念
と
使
命

感
か
ら
、
個
人
の
責
任
と
努
力

に
よ
り
残
し
続
け
て
き
た
こ
と

が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

旧
畑
島
邸
は
、
平
成
26
年
に
朝
日
地
区
か
ら

豊
沢
地
区
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
に
移
築
再

生
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
43
年
に
村
外
に
転
出
す

る
村
民
か
ら
当
時
の
畑
島
家
当
主
が
譲
り
受
け

た
住
宅
で
、
推
定
で
築
１
１
０
年
を
超
え
る
建

築
物
で
す
。
当
時
名
人
と
う
た
わ
れ
町
内
で
多

く
の
建
物
を
手
掛
け
た
大
工
の
森
井
平
造
氏
が

建
築
に
携
わ
り
ま
し
た
。

移
築
再
生
後
は
、
自
家
製
酵
母
の
パ
ン
を
製

造
、
販
売
す
る
「
此こ

方ち

」
と
し
て
営
業
し
て
い

ま
す
。

自家製の天然酵母菌にとって、温度変化が
少ない古民家は、理想的な環境です。室内には
ゆっくりとした時間が流れています。

近所の幼児が、初めてお使いで来てくれた時
は嬉しかったですね。人も建物も大切にして、

「厚真っていいね」って言われるように励みます。

旧
山
口
邸
は
、
令
和
３
年
に
鹿
沼
地
区
か
ら

豊
沢
地
区
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
ビ
レ
ッ
ジ
に
移
築
再

生
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
41
年
に
当
時
の
山
口
家

当
主
が
建
築
し
た
住
宅
で
、
築
１
１
３
年
の
建

築
物
で
す
。
現
在
で
は
蓄
積
量
が
極
め
て
少
な

い
貴
重
な
木
材
で
あ
り
日
本
で
は
古
く
か
ら
病

魔
を
は
ら
い
、
寿
命
を
延
ば
す
「
延
寿
」
の
木

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
エ
ン
ジ
ュ
」
が
使

用
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
遺
構
で
す
。

土
間
部
分
を
飲
食
店
、
住
居
部
分
の
一
部
を

民
泊
施
設
と
し
て
夏
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。

古民家が、人を呼ぶ誘い水になればと思っ
ています。民泊は、家族連れも楽しめる古い
貸し切り民宿のイメージです。

厚真町は、海や山などの豊かな自然に加え、
魅力的な人に会えるまち。古民家を拠点にし
て、関係人口を増やせるよう、がんばります。

厚
真
町
に
あ
る
古
民
家
の
建
築

様
式
は
、
現
在
の
北
陸
地
方
の
も

の
が
多
く
富
山
県
の「
越
中
造
民

家
」、
福
井
県
の「
越
前
型
民
家
」、

石
川
県
の
「
加
賀
型
・
能
登
型
民

家
」が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に「
越
中
造
民
家
」の
う
ち
、

砺と

波な
み
・
射い

水み
ず
地
方
に
多
く
見
ら
れ

る「
枠わ

く
の
内う
ち
」と
い
う
架
構
構
造
を

持
っ
た
民
家
が
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
枠
の
内
」
と
は
対
の
大
黒
柱

と
ウ
シ
バ
リ
と
い
う
太
い
梁
を
、

金
物
を
一
切
使
用
せ
ず
に
組
み
上

げ
た
伝
統
的
な
建
築
方
法
で
す
。

住
居
の
本
体
部
分
の
骨
格
を
形
成

す
る
「
枠
の
内
」
は
極
め
て
頑
強

な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
シ
バ
リ
と
交
差
す
る

梁
の
架
け
方
と
し
て
、
通
常
で
は

十
字
、
井い

げ
た桁

で
す
が
、
厚
真
町
で

は
キ
型
で
組
ま
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
の
一

つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

厚
真
町
古
民
家
の
調
査
は
、
平
成

20
～
21
年
に
軽
舞
地
区
で
の
民
間
古

民
家
の
再
生
工
事
を
き
っ
か
け
に
、

札
幌
市
立
大
学
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
古
民
家
再
生

推
進
協
議
会
の
委
員
と
し
て
移
築
再

生
に
係
る
助
言
や
現
地
調
査
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
札
幌
市
立
大
学
と
は
、
古
民

家
の
保
存
、
再
生
、
活
用
に
お
い
て
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
厚
真
町
に
多
く

現
存
す
る
の
で
し
ょ
う
？

札
幌
市
立
大
学
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築

古
民
家
の
建
築
様
式

枠
の
内
と
は

キ型に組まれた枠の内

①移築再生した旧畑島邸の外観②自家製の天然酵母の
パンが並ぶ店内③囲炉裏を備えた広間④立派な仏間を
備えた座敷

①移築再生した旧山口邸の外観②広間③縁側
建物の説明をする札幌市立大学の羽深久夫名誉教授

旧
畑
島
邸

01

02
旧
山
口
邸

移築再生古民
家

移築再生古民
家

古民家移築再生事業

此方を経営する高田真衣さん

開業準備に励む河合志穂さん

①

①

②

②

③

③

④
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町
は
５
月
21
日
、
古
民
家
見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。

事
前
に
応
募
が
あ
っ
た
町
内
外
の
33
人
が
参
加
し
、
豊
沢

地
区
に
移
築
再
生
し
た
旧
山
口
邸
と
、
朝
日
地
区
で
移
築

再
生
の
た
め
に
解
体
が
行
わ
れ
て
い
る
旧
幅
田
邸
の
２
カ

所
を
見
学
し
ま
し
た
。

解体作業が進むなか、参加者は古民家の架構を目
の当たりにしながら担当者の説明に耳を傾け、貴
重な建造物を写真に収めました。

河合志穂さんが夏の開業に向けた準備を進めてい
ました。天井には歴史を感じさせる梁があり、土
間にはテーブルやいすが置かれ、新しい建物の中
にも和の情緒が漂っていました。

旧
幅
田
邸
は
、
令
和
４
年
度
に
朝
日
地
区

か
ら
豊
沢
地
区
の
環
境
保
全
林
内
に
移
築
再
生

さ
れ
る
予
定
で
す
。
明
治
34
年
ご
ろ
か
ら
３
年

を
か
け
て
当
時
の
幅
田
家
当
主
が
建
築
し
た
住

宅
で
、
築
約
１
２
０
年
の
建
築
物
で
す
。

朝
日
地
区
の
旧
幅
田
邸
は
、
移
築
の
た
め

解
体
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
３
月

の
移
築
再
生
を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
後
は
飲

食
・
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
古
民

家
の
内
部
も
一
般
公
開
と
な
る
予
定
で
す
。

03
旧
幅
田
邸

移築再生古民
家

古民家移築再生事業

①解体前の幅田邸
の広間にある枠の
内②住居とともに
移築再生が検討さ
れている納屋③北
海道では珍しい玄
関屋根にある金属
製の鬼瓦

② ①

③

古
民
家
見
学
会

旧幅田邸

旧山口邸
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